
 

令和３年５月２５日 

 

木更津市地域自立支援協議会長 様 

 

就労生活支援部会長 髙橋 宏彰   

  （すまいるリハビリサービス㈱） 

 

令和３年度木更津市地域自立支援協議会就労生活支援部会活動計画（案） 

 

令和３年度木更津市地域自立支援協議会就労生活支援部会における活動内容について、

下記のとおり提案いたします。 

 

記 

１．部会設置目的 

障害を持つ方の「働きたい」「傍楽きたい」を応援し、「暮らしの中の余暇の充実」に

向けた企画づくりを行う就労生活の支援を目的とする。 

 

２．活動計画 

活 動 名 時期・回数 活 動 方 法 

１．部会の開催 

 

 

年 4回予定 

5月・8月・11月・3

月 

班編成は行わず、全体で課題に取組ん

で行く。 

２．活動内容 

①事業所ガイドブックを作成し、障がい者の就労促進を図る。 

 



令 和 ３ 年 度 就 労 ・生 活 支 援 部 会  ◎部会長 ○副部会長          

機   関   名   等 役職等名 部会員氏名 

1 すまいるリハビリサービス（株） 代表取締役 ◎髙橋 宏彰 

2 障害者就業・生活支援センター エール 主任就業支援員 髙橋 裕 

3 チャレンジドジャパン木更津センター センター長 ○中重 正彦 

4 君津特別支援学校 教諭 木村 由紀 

5 槇の実特別支援学校 就労支援コーディネーター 大場 健 

6 木更津公共職業安定所 産業雇用情報官 石井 芳明 

7 木更津商工会議所 事務局長 鶴岡 英樹 

8 アビリティージャスコ木更津センター 就労支援員 高橋 久典 

9 発達支援 くぅぽの 代表社員／作業療法士 中頭 賢志郎 

10 木更津東ロータリークラブ 会長 渡邉 愼司 

11 ぷれジョブ木更津連絡協議会 チャレンジド保護者 重城 さつき  

12 
社会福祉法人 かずさ萬燈会       

多機能事業所 かんてら 
リ－ダー 野中 宏幸 

13 ふる里学舎木更津 管理者 上月 勇人 

14 木更津市社会福祉協議会 地域福祉課主事 坂本 広太郎 

15 
 

木更津市福祉部障がい福祉課 
相談員 信田 よしみ 

16 
事務局 

木更津市指定相談支援事業所 ほっと 
相談支援専門員 福原 昭博 

17 
事務局 

木更津市福祉部障がい福祉課 
主任主事 磯村 浩平 

 

 

 

 

 



 

令和３年５月２５日 

 

木更津市地域自立支援協議会長 様 

 

こども部会長 中頭 賢志郎   

（発達支援くぅぽの） 

 

令和３年度木更津市地域自立支援協議会こども部会活動計画（案） 

 

令和３年度木更津市地域自立支援協議会こども部会における活動内容について、下記の

とおり提案いたします。 

 

記 

１．部会設置目的 

     「発達に不安がある」、「日常生活に困難がある」乳幼児に対して、できる限り早期

から継続的に支援を円滑に行うことができるシステムづくりを行うため、関係機関、

事業所等の担当者で構成するこども部会を設置する。 

 

２．活動計画 

活 動 名 時期・回数 活 動 方 法 

１．部会の開催 

 

 

年４回予定 

６月・８月 

１１月・２月 

班編成は行わず、全体で課題に取組ん

で行く。 

２．活動内容 

 ①ライフサポートファイルの活用に関する検討を行う。 

 

 ②医療的ケアを必要とする障がいのあるお子さんに関する研修等を行う。 

 

  

 

 

 

 



令 和 3 年 度 こ ど も 部 会  ◎部会長  ○副部会長 

NO 機 関 名 等 役職名 部会員氏名 

1 発達支援くぅぽの 代表社員 ◎中頭 賢志郎 

2 
日中一時支援事業（重度障害対応）  

らいおんきっず 
管理者  ○松山 郁乃 

3 
通所支援ベルテール                   

木更津つばめ園 

管理者兼                      

児童発達支援管理責任者 
○甲斐 美帆 

4 
社会福祉法人のゆり会     

のぞみ牧場学園 
施設長 藤原 舞子 

5 ＮＰＯ法人こども館 ゆめのたまご 主任保育士 矢野 智子 

6 すまいるリハビリサービス株式会社 代表取締役 髙橋 宏彰 

7 
通所支援ベルテール              

木更津畑沢園 

管理者兼  

児童発達支援管理責任者 
小野 景子 

8 
木更津市保育協議会               

木更津社会館保育園      
副園長  宮﨑 際 

9 
通所支援ベルテール   

木更津第二つばめ園 

管理者兼  

児童発達支援管理責任者 
星野 和彦 

10 
有限会社オーディ  

デイサービス蓮 
児童発達支援管理責任者 高橋 美砂 

11 君津児童相談所 診断指導課長 西片 聡 

12 君津特別支援学校 主幹教諭 大森 弘子 

13 
児童発達支援センター     

きみつ愛児園 
園長 牧野 尚美 

14 君津中央病院附属看護学校 副教務長 杉原 幸子 

15 木更津市教育委員会学校教育課 主査 礒貝 玲子 

16 木更津市健康こども部子育て支援課    保育士 渡邉 由佳 

17 木更津市健康こども部健康推進課 主任保健師 小松 好美 

18 
事務局 

木更津市指定相談支援事業所・ほっと 
相談支援専門員 福原 昭博 

19 
事務局 

木更津市福祉部障がい福祉課 
課長補佐 矢原 八千代 



 

令和３年５月２５日 

 

木更津市地域自立支援協議会長 様 

 

権利擁護部会長 河東 満義   

 (コスモス成年後見サポートセンター) 

 

令和３年度木更津市地域自立支援協議会権利擁護部会活動計画（案） 

 

令和３年度木更津市地域自立支援協議会権利擁護部会における活動内容について、下記

のとおり提案いたします。 

 

記 

１．部会設置目的 

     障害者虐待防止法に基づく 18 歳以上 65 歳未満の障がいのある人を対象に虐待

等人権侵害事案への対応、金銭管理や契約などの経済活動の支援、衣食住など日

常生活のなかの自己決定の保障など、障がいのある人が地域で暮らす基盤を構築

することを目的とする。 

 

２．活動計画 

活 動 名 時期・回数 活 動 方 法 

１．部会の開催 

 

 

年 4回予定 

6月・8月・11月・3

月 

市民の障がい者に対する理解を深め

る。各委員の障がい者への差別解消や

虐待に関する共通認識の統一を図る。 

２．活動内容 

①広報活動 

障がいのある人に対する正しい理解を普及啓発するため、障害者週間の期間中

に周知活動を行う。 

 

②災害時の避難所における権利擁護について意見交換を行う。 

 



     令和 3年度権利擁護部会 委員名簿 ◎部会長 ○副部会長 

NO 機 関 名 等 役職名 部会員氏名 

1 
一般社団法人コスモス成年後見サポート

センター 
千葉県支部会員 ◎河東 満義 

2 木更津ろうあ協会 
木更津市聴覚障害者 

相談員 
〇石井 景子 

3 木更津市社会福祉協議会 事務局長 ○高木 淳佳 

4 
「地域で心の病を支える家族の集まり」 

つくし会 
幹事 星野 しず子 

5 木更津市手をつなぐ親の会 副会長 曽根 恵美子 

6 木更津市民生委員児童委員協議会 
理事 

民生委員児童委員 
荒木 弓夫 

7 
千葉県君津健康福祉センター 

（地域福祉課） 
広域専門指導員 石井 喜美子 

8 木更津警察署 生活安全課長 平野 泰弘 

9 
社会医療法人社団さつき会                   

ケアセンターさつき 
精神保健福祉士 酒井 歩美 

10 君津地区自閉症協会 副会長 小野 幸子 

11 
社会福祉法人みづき会相談支援事業所は

ちどり           
相談支援専門員 春井 由貴 

12 
社会福祉法人かずさ萬燈会 

中郷ハイツ 
管理者 石渡 秀樹 

13 木更津市社会福祉協議会 
成年後見センター  

副所長 
花崎 修一 

14 木更津市福祉部障がい福祉課 木更津市精神保健福祉相談員 川﨑 えり子 

15 
事務局 

木更津市指定相談支援事業所 ほっと 
相談支援専門員 大瀧 満 

16 
事務局 

木更津市福祉部障がい福祉課 
主任主事 荒添 紗知 

 

 

 

 

 



 

令和３年５月２５日 

 

木更津市地域自立支援協議会長 様 

居住支援部会長 本吉 みゆき 

（上総あいらいの郷） 

 

令和３年度木更津市地域自立支援協議会居住支援部会活動計画（案） 

 

令和３年度木更津市地域自立支援協議会居住支援部会における活動内容について、下記

のとおり提案いたします。 

 

記 

１．部会設置目的 

     障害者の重度化・高齢化や「親亡き後」を見据えた地域生活支援拠点等の整備や施

設・病院からの地域生活への移行に関する課題検討及び相談、体験の機会、緊急時対

応等のシステム構築に向けた活動を行います。 

 

２．活動計画 

活 動 名 時期・回数 活 動 方 法 

１．部会の開催 

 

 

年４回予定 班編成は行わず、全体で課題に取組ん

で行く。 

２．活動内容 

①障がい者の重度化・高齢化や「親亡き後」を見据え、地域生活支援拠点の整備

推進について検討を行う。 

 

②日中サービス支援型グループホームからの報告に対して、適切な評価・助言等

を行う。 

 

 

 

 

 

 

 



令 和 3 年 度 居 住 支 援 部 会  ◎部会長  〇副部会長   

機   関   名   等 役職名 部会員氏名 

1 
社会福祉法人みづき会   上

総あいらいの郷 
副施設長 ◎本吉 みゆき 

2 
社会福祉法人かずさ萬燈会 障

害者支援施設木更津中郷丸 
サービス管理責任者 井上 裕太 

3 

中核地域生活支援センター 君

津ふくしネット 

障害者グループホーム

等 

支援ワーカー 

片岡 健悟 

4 ＮＰＯ法人あゆみ会 理事長 
友田 久子 

5 
「地域で心の病を支える家族の

集まり」つくし会 
理事長 君塚 延子 

5 
「地域で心の病を支える家族の

集まり」つくし会 
監事 

國分 榮樹 

6 木更津市手をつなぐ親の会 会長 石川 恵美子 

7 
社会医療法人社団さつき会 ケ

アセンターさつき 
主任 ○清川 織恵 

8 
チャレンジドジャパン木更津セ

ンター 
生活支援員 沢田 悠輔 

9 木更津市都市整備部住宅課 主任技師 山口 直昭 

10 木更津ろうあ協会  
木更津市聴覚障害者相談

員 
石井 景子 

11 
事務局 

木更津市指定相談支援事業所 ほっと 
相談支援専門員 福原 昭博 

12 
事務局 

木更津市福祉部障がい福祉課 
主任主事 磯村 浩平 

 

 

 

 

 

 



 

 

令和３年５月２５日 

 

木更津市地域自立支援協議会長 様 

安心安全部会長 石川 恵美子   

（木更津市手をつなぐ親の会） 

 

令和３年度木更津市地域自立支援協議会安心安全部会活動計画（案） 

 

令和３年度木更津市地域自立支援協議会安心安全部会における活動内容について、下記

のとおり提案いたします。 

 

記 

１．部会設置目的 

     障がいのある人が地域において、安心して安全に生活を営むことができるように

「ユニバーサルデザイン」の視点から公共施設をはじめ市内商業施設等のバリアフリ

ー化の推進を図る。また、災害などの緊急時における障がいのある人の安全確保を図

るため、防災体制の構築を図る。 

 

２．活動計画 

活 動 名 時期・回数 活 動 方 法 

１．部会の開催 

 

 

年４回予定 

６月・１０月 

１２月・２月 

 

班編成は行わず、全体で課題に取組ん

で行く。 

２．活動内容 

 ①公共施設等バリアフリー化の整備状況を把握し、市関係課への確認及び提案

を行う。 

 

 ②災害時等の避難体制を構築するため、現状の把握と市関係課への確認及び提

案を行う。 

 

 

 

 

 



 

令 和 ３ 年 度 安 心 安 全 部 会  ◎部会長 ○副部会長      

機   関   名   等 役職名 部会員氏名 

1 木更津市手をつなぐ親の会 会長 ◎石川 恵美子 

2 木更津市手をつなぐ親の会 副会長 曽根 恵美子 

3 木更津視覚障害者福祉協会 会長 古山 日出男 

4 木更津ろうあ協会 木更津市聴覚障害者相談員 〇石井 景子 

5 木更津手話サークル 副会長 宇田川 由美子 

6 

事務局 

木更津市指定相談支援事業所 

ほっと 

管理者 

相談支援専門員 
大瀧 満 

7 
事務局 

木更津市福祉部障がい福祉課 
課長補佐 矢原 八千代 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

令和３年５月２５日 

 

木更津市地域自立支援協議会長 様 

 

啓発交流部会長 土田 将之   

（木更津市社会福祉協議会） 

 

令和３年度木更津市地域自立支援協議会啓発交流部会活動計画（案） 

 

令和３年度木更津市地域自立支援協議会啓発交流部会における活動内容について、下記

のとおり提案いたします。 

 

記 

１．部会設置目的 

     障がいのあるなしに関わらず、誰もが自分らしく生きることのできる「共生のま

ち」を目指し、障がいや障がいのある人々に対する理解を推し進めるとともに、障が

いのある人やその家族・団体の活動も積極的に支援し、自立支援協議会等での広報活

動を充実させ、市民への理解を深めることを目的とする。 

 

２．活動計画 

活 動 名 時期・回数 活 動 方 法 

１．部会の開催 

 

 

年 4回予定 

6月・8月・11月・3

月 

市民の障がい者に対する理解を深め

る。部委員で共通の目的のもと、積極

的に広報活動を行っていく。 

２．活動内容 

 ①広報活動 

  木更津市地域自立支援協議会や各専門部会の活動について市民に周知できる

ように協議会ホームページを充実させる。 

   

②障害者週間を利用し、市民に対して障がいの理解を深められるような活動を

行う。 

 



令 和 ３ 年 度 啓 発 交 流 部 会    ◎部会長 

機   関   名   等 役職名 部会員氏名 

1 木更津市社会福祉協議会 地域福祉係係長 ◎土田 将之 

2 地域作業所ｈａｎａ 代表 筒井 啓介 

3 多機能型事業所 かんてら リーダー 髙橋 弘樹 

4 チャレンジドジャパン木更津センター 就労支援員 樋口 勝美 

5 
アビリティーズジャスコ 

木更津センター 
就労移行支援員 髙𣘺 真紀子 

6 
ＮＰＯ法人 

ＢＲＥＴＨＲＥＮブレスレン 
理事長 荒木 太郎 

7 
事務局 

木更津市指定相談支援事業所・ほっと 

管理者 

相談支援専門員 
大瀧 満 

8 
事務局 

木更津市障がい福祉課 
主任主事 荒添 紗知 

 


